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 （続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 大腸菌の分子シャペロンであるGroEL/GroESは、細胞内で様々なタンパク質のフォ
ールディングを補助することが知られており、生物物理学の観点から興味ある研究対
象として、盛んに研究されているが、その詳細な分子機構については不明な点が多
い。本論文では、GroEL/GroESの分子機構について、種々の物理化学的手法を用いて
研究を行い、３つの新知見を得た。 
 
 まず、GroELのC末端領域の基質封入過程への関与に関し、C末端領域の欠損変異体
を用いることによって、GroELのC末端領域は複合体内腔の底から基質が漏出するのを
防ぐバリアとしての役割を担っていることを明らかにした。 
 
 次に、GroELリングの過渡的な開裂反応に伴うリングの交換過程を蛍光共鳴エネル
ギー移動により解析した結果、GroELがGroESと安定に弾丸型複合体を形成する条件
下では、GroELリングの開裂は見られないが、フットボール型複合体の形成時に、Gro
ELリングが過渡的に開裂していることを見いだした。 
 
 最後に、GroEのナノキャリアとしての応用を視野に入れ、シングルリング型SR398/
ES複合体の安定性を解析したところ、SR398はGroESとの結合を保持したまま、フリ
ーのヌクレオチドと結合、解離を繰り返しており、フリーのヌクレオチドが存在しな
い場合、R398/ES複合体は解離してしまうことを解明した。 
 
 以上の新知見は、GroEL/GroESの分子機構の全貌の解明に重要な情報を与えるもの
である。 
 
 よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２７年２月２４日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
要旨公表可能日： 平成２７年６月２２日以降 
 
 
 
 
